
１４．別記

共同教育学部実技試験の内容等

○　音楽専攻
　声楽試験と器楽試験を次のとおり行います。選択事項を「様式６　実技試験に関する届
出用紙（共同教育学部　音楽専攻志願者用）」の所定の欄に記入の上、出願書類とともに
提出してください。

声楽試験

次の⑴、⑵を演奏してください。
　⑴　コールユーブンゲン視唱
　　 　コールユーブンゲン　第１巻（No.� ～ No.��）より当日１曲指定します。固

定ド、移動ドのいずれかで歌ってください。
　　【注】 　以下の楽譜を参考にしてください（試験において使用する楽譜は本学で用

意します）。
　　　　　大阪開成館：『全訳コールユーブンゲン』
　　　　　音楽之友社：『コールユーブンゲン　巻１』
　　　　　全音楽譜出版社：『全訳コールユーブンゲン　１』
　⑵  『コンコーネ�0番』Op.�中声用より、��番（ヘ長調）、��番（変イ長調）、2�

番（イ長調）の中から当日指定された１曲を暗譜で演奏してください。
　　【注】１　任意に移調しないこと。
　　　　 ２　固定ド、移動ド、母音「ア」のいずれかで歌ってください。
　　　　 ３　伴奏者は本学で用意します。

器楽試験

選択課題
　　下記、⒜、⒝いずれかを選択してください。
　⒜　ピアノ
　　 　以下の①、②より各１曲を選び、２曲を演奏してください。演奏曲順は①−②

とします。暗譜演奏で、反復記号による繰り返しは省略してください。
　　①　バッハ『クラヴィーアの初歩者のための６つの小さな前奏曲』より
　　　　　　第３番　ニ短調　ＢＷＶ���
　　　　　　第５番　ホ長調　ＢＷＶ���
　　　　　　第６番　ホ短調　ＢＷＶ���
　　　　　　【注】曲集名の表記で「６つの小前奏曲」と書かれている楽譜もあります。
　　②　ブルクミュラー『��の練習曲 作品 �0�』より任意の１曲

　⒝　 管、弦、打楽器（邦楽器を含む）
　　 　次の①、②を演奏してください。暗譜演奏で、反復記号による繰り返しは省略

してください。
　　① 　次の楽器の中から一つを選択し、中級程度以上の任意の楽曲又は練習曲を無

伴奏で演奏してください。
　　　管楽器： フルート、オーボエ、クラリネット、サキソフォン、ファゴット、ホ

ルン、トランペット、トロンボーン、ユーフォニアム、テューバ
　　　弦楽器：ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス
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　　　打楽器：小太鼓、マリンバ
　　　邦楽器：箏、三味線
　　【注】　 使用する楽器は各自持参してください（マリンバは大学のもの［音域Ａ～

Ｃ　４�/�オクターヴ］を使用し、マレットは持参してください）。
　　　　②　⒜ピアノ課題の①、②より任意の１曲を選んで演奏してください。

　　　　
(注)　声楽試験及び器楽試験においては、演奏を途中で打ち切ることがあります。

○　美術専攻
　用意された材料・用具を用いた立体造形物の制作並びにそれをモチーフとする鉛筆素描。
　　・素描のための鉛筆、消具等は、受験者が用意してください。
　　・試験時間は３時間です。

１５．2020年度入試情報開示について

　群馬大学では、特別入試について、次のとおり開示し提供します。
　⑴　開示する基本的情報
　　志願者数
　　受験者数
　　合格者数　　　　……2020年 5 月 1 日（金）以降に、本学のホームページにて掲載
　　入学者数　　　　　　します。
　　入学辞退者数
　　◦ 小論文、面接、実技試験の「評価のポイント」…2020年10月頃までに、本学のホー

ムページにて掲載します。

　⑵　閲覧による開示情報
　　◦入学に関する規程・規則等
　　◦入試実施体制
　　 　開示期間は、2020年 4 月 6 日（月）から 5 月29日（金）までとします。（土・日曜日、

祝休日を除く。）

１６．入学志願者の個人情報保護について

　群馬大学では、提出された出願データ及び出願書類により取得した志願者の個人情報及
び入学試験の実施により取得した受験者の個人情報について、「国立大学法人群馬大学保
有個人情報管理規程」等に基づいて取扱い、次の目的以外には利用しません。
○　入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）
○　 入学手続完了者にあっては、入学者データとして入学後の就学指導業務、学生支援業

務及び授業料徴収業務
○　 大学運営上の目的で行われる調査・研究に関する業務（入試の改善や志願動向の調査・

分析、各種統計資料作成業務を含む。）
　なお、当該個人情報を利用した調査・研究結果の発表に際しては個人が特定できないよ
うに処理します。
　また、本学の上記業務にあたり、一部の業務を個人情報の適切な取扱いに関する契約を
締結した上で、外部の事業者に委託することがあります。
　国立大学の一般入試における合格者決定業務を円滑に行うため、本学の一般入試志願者
の学部、試験区分、合格状況、本学の受験番号及び大学入試センター試験の受験番号に限っ
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て、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達されます。

１７．入試過去問題の利用について

⑴ 　本学は、「入試過去問題活用宣言」に参加しており、本学の入学者受入方針（アドミッ
ション・ポリシー）を実現するために必要と認める範囲で、「入試過去問題活用宣言」
参加大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。

⑵ 　入試過去問題を使用して出題する場合は、一部を改変することもあります。また、必
ず使用するとは限りません。

⑶ 　入試過去問題を使用して出題した場合は、入試終了後に受験者に分かる形で使用過去
問題を公表します。

⑷ 　「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次のURLにて公表
しております。

　http://www.nyushikakomon.jp/
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